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最近のニュース

Ｐｅｐｐｅｒが銀行窓口に配属された

人口知能の普及で１０年後になくなる仕事

ＡＩが人類をほろぼす ホーキング博士

人工知能の株式予測的中率６８％

囲碁ＡＩがプロに勝利

自動運転実験終了

Deep Lerning



Deep Lerning

1956-1970                1980-1995        2010

東京大学 松尾豊准教授ｾﾐﾅｰ資料から抜粋



Large Scale Visual Recognition Challenge 2012（物体認識競技会）

Deep Learning トロント大学 SuperVision 誤答の割合0.15～0.16

Feature engineering 東京大学 ISI 0.26

2015年 ＭＳ 5%以下 （人・・・５％）

キャプチャー セキュリティとして成立しなくなった

Deep Lerning

10年分の進歩の差

Deep Learningは

これまで人が設定していた特徴量をコンピュータが学習により設定する
（コンピュータが自ら特微量や概念を獲得する）



人が利用している特徴量の把握例と知識取得の流れ

０才児～２才児 特徴量を取り出し概念（シンフィエ）を獲得中

ことばの習得 意味するもの（言葉：シニフィアン）をタグ付けする

おとな 言葉を介して知識を増やす・・・・言葉 概念

Deep Lerning



分野 ビックデータ系（情報のみを扱う）

認識、運動系

動画で見るディープラーニング

失敗から学ぶか 失敗させないか

子供が自転車を習うとき・・・

ディープラーニング ＋強化学習（行動を学習する）

課題：早いコンピュータの出現

学習をいかに効率よくやるか

Deep Lerning

https://youtu.be/a3AWpeOjkzw
https://youtu.be/a3AWpeOjkzw


分野 ビックデータ系（情報のみを扱う）

認識、運動系

応用例 食サービス・・・・・

アパレル・・・・・・

日本の進路

ものづくり 認識、身体性・・・・・

Deep Lerning



12月19日(土）～同20日（日）

「食」をテーマに飲食店の口コミデータをUBICが
独自開発した人工知能「KIBIT」に分析させるこ
とで人間でさえ気づかない、隠れた「つながり」
を発掘するユニークな新サービスの創出を目指す。



食ｘ人口知能ハッカソン

ハッカソン（hackason）
・いつごろから

2000年前後にＵＳＡ始まった
国内では2013年ころから増える

エンジニア、デザイナー、プランナーなどが

チームを作り、与えられたテーマに対し、それぞれの技術やアイデ
アを持ち寄り、短期間（1日～1週間程度）に集中してサービスやシス

テム、アプリケーションなどを開発（プロトタイプ開発）し、成
果を競う開発イベント

開発前に、アイデアを練るステップのアイデアソンとセット



・楽しい会話流れをサポート

・問題解決を提案

・サービス利用への誘導

LINE，Messenger，専用チャット 等

スマートＢＯＴＲｅんな
・楽しい会話のリード
・問題解決のサポート
・サービス利用への誘導

ＵＢＩＣ ＡＩ
ＫＩＢＩＴ

コミュニケーション
ＡＩ

機械学習データの活用

サービス提供サイト

Chat OnLine会話



サービス概要

Slackチャンネルに女子大生

ボットReんなを導入。チャ

ットの内容からRettyの口コ

ミを学習データとして利用

し、リアルタイムに店をリ

コメンド。



食ｘ人口知能ハッカソン



食ｘ人口知能ハッカソン



わかったこと。

若手有望エンジニアをハッカソンに送りだそう！

食ｘ人口知能ハッカソン


